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 「はじめに」で述べたように、播磨の SPring-8 キャンパスでは、XFEL を利用したイメー

ジングへの挑戦が始まっている。幸い、高度好熱菌 Thermus thermophilus HB8 は、細胞内の

タンパク質分子の立体構造解析の成功率がもっとも高い生物種であるとともに、全タンパク

質の種類も約 2,200 と少ないので、細胞内のイメージングに最も適した生物種であると考え

られる。最近は、このイメージングへ向けた基盤的研究も試みている。 
 
 その他、「はじめに」で述べた第１段階の「ゲノムワイドなタンパク質の立体構造解析」や、

第２段階の「ゲノムワイドな分子機能解析」を利用しつつ、第３段階の「分子の立体構造に

もとづいたシステム生物学的解析」について、これまでの実績の上に、着実に研究が進んで

おり、その進捗状況について報告する。 
 
 細胞内全システムを理解するためには、現時点でまだ 1/3 残された「機能未知タンパク質

の機能発見」が不可欠である。それらの機能未知タンパク質（遺伝子）の機能発見のために、

遺伝子操作関連のリソースを理研バイオリソースセンターを通じて公開するとともに

（http://www.brc.riken.jp/lab/dna/en/thermus_en.html）、関連情報も順次公開を進めてお

り、その経過についても紹介する。 
 

 


